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毎日新聞のご購読お申し込みは
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八田 正文さん（71歳）

A HAPPY
NEW
YEAR!

Oh!Me スタッフ一同
今年もよろしくお願いします

八田さんが三上山の撮影を始めたのは30

年前のこと。一つのテーマで写真を撮り

たいと考えた時、ふと目にとまったのが

三上山だった。「近江富士」とも呼ばれ

る美しい姿に、京都から引っ越してきた

ばかりの八田さんは強く惹かれたという。

早速、愛用のカメラ「Mamiya　RB 67」を

かつぎ撮影へ。

「1年もあれば

……」と軽い

気持ちで始め

たが、そう簡

単なものでは

なかった。や

っとの思いで

5年後に写真集「四季近江富士」を完成

（※現在は絶版）。その後、別のテーマ

で撮影することも考えたが「気づいた

ら三上山にカメラを向けていました」

と八田さん。1994年には定年退職を機に

「近江富士百景」を出版した。

その後、わずか標高432ｍの山が意外に

遠方からも見えることに気づき、京都

や三重、滋賀と福井や岐阜との県境、

さらには奈良県の生駒山まで走り回る

ようになったという。

それらをまとめたもの

が2000年出版の「近江

富士遊々」。

いつも同じに見える三

上山に、なんてたくさ

んの表情があるのだろ

う……と驚かされる。

1999年には自宅の一部を改装してギャラ

リー「写真ステージ『近江富士』」をオ

ープン。訪れた人との写真・風景談義に

花が咲く。 

たくさんの人と写真を楽しめるようにと、

三上山の写真をテーマにした同好会「さ

んさん会」や、野洲市コミュニティーセ

ンターで写真講座を開催。また年に4回

開催される「琵

琶湖一周カメラ

ウォーク（主催・

ラフォーレ琵琶湖）」

を企画するなど、

休日も予定がぎ

っしり。さらに

今年は次の写真

集の出版もひかえている。

写真のおもしろさを尋ねると、「上下左

右前後と撮影位置がほんの少し変わるだ

けで、全く違う作品ができること。そし

てそのバランス感覚がおもしろい」と返

ってきた。

カメラや写真について熱心に話す笑顔が

印象に残った。

八田さんは物理の先生でもある。非常勤

講師として京都の高校へ通う忙しい身に

加え、活動の幅は広がる一方。次の写真

集が楽しみである。　　（取材・川上）
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